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Study of the Use of the Map for the BehaV|or Change
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Abstract Maps have historically been used as a complement to words, and maps were
needed to accurately convey where food was. In this study, we will introduce the ideas
necessary for considering the use of maps, introduce examples, and then consider the use of
maps for behavior change in city-promotion.
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	5．行動変容
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	行動変容の定義は、「経験によって生じる比較的永続的な行動の変化」として、保健医療分野では、健康行動理論として「人がなぜある健康行動を行い、行わないかの理由を探したり、人が健康に良い行動を高めたりする要因として、どのようなものがあるのかを体系的にまとめた考え方」が多数提案されている。その行動変容の基本的な考え方は、「健康の維持と増進のために行動を望ましいものに改善する」と示されている。具体的には「１）今までに経験したことのない行動を新たに始める、２）かつて経験したことのある行動を再開する、３）好ま...
	その理論のなかでパンデューラによって提唱された「社会的認知理論」を紹介する。この理論は、人の期待効果を重視し、人と環境と行動の3者の相互関係の中で行動の形成と変容が生じることを説明したものである。特に自己効力感を引き出すことが行動を生じやすくするという考え方である。自己効力感は、自分が直接経験するだけでなく、他者の経験を見聞することでも行動変容が起こり、行動への動機づけとして期待と自信があることも明らかにされている。医療行為として行動変容は過程であり結果ではないということも自明である。
	マーケティング分野においても、購買行動に結びつける行動変容に向けた研究、事例も多数発表されているが、保健医療分野で行われている行動変容は対象が明確で介入内容も明確であり、効果計測も明確であることから、参考となる内容も多いことが予想される。
	６．地図の利用と行動変容例
	これまで地図を利用した行動変容を考える上で重要となる考え方を紹介してきたが、以下に筆者がこれまで行ってきた行動変容を起こす地図の事例を紹介する(今井,2012)。
	豊島区朋有小学校では小学校の交通事故を減らす活動として横断歩道の誘導などの交通安全活動を行っており、さらに小学生自身の安全意識の向上を目指し安全マップ作りを行った。まず始めに、PTAに集まってもらい、校区内の危険と思われる場所にシールを貼る活動を行った。その後、警視庁が公開している交通事故マップの位置情報を重ね、危険と思っても事故がないところ(青)、危険と思っていて事故のあるところ(黄)、危険と思っていなくて事故の起こったところ(赤)に色分けした地図を作成し、生徒全員に地図を配布した。その結果、...
	地図を利用した行動変容の例として、社会課題を地図に表し、地図を使ったボードゲームによる行動変容を促す取り組みを紹介する。ボードゲームの利用は、地図台紙上に動く対象を配置することができ、動きながら変化に対応することを経験するという特徴的な手法である。これは、社会的認知理論における自己効力感を高め、行動変容を促す方法と言えるだろう。防災分野の事例では逃げ地図が有名であるが、筆者はイノシシ被害に悩む地区での鳥獣対策を支援する、地図を利用した鳥獣対策ボードゲームを作成し、鳥獣対策研修会のプログラムの一つ...
	７．シティプロモーションへの考察
	これまでの経験に基づき、シティプロモーション（河井,2020）の中での地図利用について考察する。
	１）リアリティの提供（対象に合わせた空間を提供）
	社会認知論では被験者に対して「やってみようという感覚」と「成功体験」が行動変容を強化することが示唆されているが、シティプロモーションでは言葉の介入による強化だけでなく、地図を利用したリアリティの提示は、より行動変容を強化する。この時、どのような情報を記録し、そのような行動変容を求めるのか、そのための表現はどのような情報が必要なのか、研究を深める価値はあると思っている。
	２）意識の共有・共通認識の醸成
	一例として、国家の成立に伴い、領土を表す地図は共通認識の道具として使われてきた。参加者に共通認識を持つ道具として地図利用を活用することは、参加者の共通認識を高めるだけでなく、参加者と参加していない人とのコミュニケーションに有効に働く。
	３）気づきの提供（時間的変化、空間的変化、俯瞰的視野、新たな価値、図上体験など）
	気づきにより行動変容を促す手段としての地図利用には、さまざまな工夫が行われてきた。
	古地図を利用した「まちあるき」はまちの時間的変化を利用した気づきを促す方法である。まちの景観の違いを説明するのは空間的変化を利用した気づきを促す方法である。地図上にまちの写真を貼って提供することは俯瞰的視野を与え行動変容に近づける有力な手段である。異なる情報(地図)を重ね合わせて新たな地図を作ることは、新たな価値を生み出す手段である。
	前述の地図を用いたボードゲーム手法は、社会の現象の一部を切り取って再現することにより役割の変化を地図体験することであり行動変容を促す力が大きい。
	８．まとめ
	地図の利用は、これまで高校の地理授業に見られるように情報の提供が主であり、利用方法についての研究は読図という扱いであった。しかし技術的進歩により時間・空間変化情報が比較的容易に入手することが可能になり、その地域の身近な情報を記録し、その情報による行動変容を促す地図の利活用方法の可能性は拡大している。行動変容のニーズは多方面に存在しており、地域の記録、地図を利用した伝達による行動変容の手法は多くの分野に適用できる。
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